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一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

８
５
３
５
万
５
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
95
億
９
５
３
５
万
５

千
円
と
し
た
。

◯ 

災
害
復
旧
費
（
農
地
農
業

用
施
設
、
林
業
施
設
、
河

川
等
）
７
９
９
２
万
４
千

円
◯ 

総
務
費
（
職
員
手
当
等
）

５
４
３
万
１
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
７

０
９
３
万
２
千
円
を
追
加
補

正
。

（
主
な
も
の
）

◯
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

◯ 

幼
・
小
・
中
学
校
普
通
教

室
に
空
調
設
備
設
置
着
手

◯ 
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
補

助
◯
金
山
彦
神
社
災
害
補
修

◯
有
害
鳥
獣
対
策
補
助

　

（
Ｐ
４
～
５
参
照
）

平
成
29
年
度
水
道
・
下
水
道

事
業
会
計
決
算
を
認
定

　

経
営
状
態
が
厳
し
い
中
、

施
設
の
修
繕
等
更
新
計
画
の

作
成
に
取
り
組
む
。

　

（
Ｐ
５
参
照
）

副
町
長
に
宮
脇
修
氏
を
選
任

教
育
委
員
会
委
員
に
森
口
尚

氏
を
選
任

開
発
事
業
の
手
続
等
に
関
す

る
条
例

　

開
発
許
可
を
取
る
た
め
の

手
続
き
を
定
め
る
と
と
も
に
、

町
や
住
民
へ
の
説
明
を
義
務

化
。

　

（
Ｐ
５
参
照
）

農
業
共
済
条
例
の
全
部
改
正

　

法
律
名
が
農
業
災
害
補
償

法
か
ら
農
業
保
険
法
に
変
更
。

　

（
Ｐ
４
参
照
）

町
道
路
線
の
全
部
又
は
一
部

廃
止
、
変
更
及
び
認
定

　

新
名
神
高
速
道
路
の
建
設

工
事
に
伴
い
、
広
根
・
猪
渕

地
内
の
町
道
路
線
に
つ
い
て
、

全
部
又
は
一
部
を
廃
止
、
変

更
及
び
認
定
を
行
う
。

財
産
の
交
換

　

猪
名
川
霊
照
苑
の
進
入
路

及
び
施
設
の
一
部
が
民
有
地

に
あ
り
、
施
設
の
安
定
的
で

継
続
的
な
運
営
に
支
障
を
き

た
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
該
土
地
を
取
得
す
る
た
め
、

町
有
財
産
と
交
換
す
る
。

（
交
換
す
る
財
産
）

　

万
善
の
水
道
用
地

（
交
換
で
取
得
す
る
財
産
）

　

木
津
の
山
林

（
交
換
の
相
手
方
）

　

有
限
会
社　

聖
建
設

◯ 

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率

◯ 

平
成
29
年
度
教
育
委
員
会

点
検
・
評
価

議 案 審 議

　第391回9月定例会を９月11日

から９月25日の15日間開会し、

専決処分１件、平成30年度一般

会計補正予算１件、特別会計補正

予算１件、水道事業会計補正予算

１件、人事案件２件、条例制定1

件、条例改正1件、町道認定１件、

水道・下水道事業会計決算２件、

その他1件、議員発議1件を審議

し、いずれも全会一致で原案のと

おり可決・認定した。その他報告

２件を受けた。平成29年度一般・

特別会計の決算６件は各常任委員

会に付託し継続審査とした。

　一般質問は７人の議員が行っ

た。

９月定例会

第391回

災害復旧等に３億7093万２千円を追加補正

専
決
処
分

決
算
認
定

補
正
予
算

条
例
制
定

町
道
認
定

そ
の
他　

報
告　
　

条
例
改
正

人
事
案
件

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
を
審
議

〈
提
出
者
〉　

南　

初
男

〈
賛
成
者
〉　

石
井
洋
二
、
下
坊
辰
雄
、

　
　
　
　
　

西
谷
八
郎
治
、
福
井
澄
榮
、

　
　
　
　
　

中
島
孝
雄
、
下
神
實
千
代

結
果

本
会
議

　
全
会
一
致
で
可
決

➡

 

「
意
見
書
」
を
国
へ
提
出

要
旨

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
ゴ
ル
フ
場
所
在
市
町
村
に

と
っ
て
重
要
な
財
源
で
あ
り
、
ゴ
ル
フ
場
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
の
維
持
管
理
な
ど
、
ゴ
ル
フ
場
利
用

者
に
は
行
政
の
取
り
組
み
が
享
受
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
地
方
自
治
体
が
抱
え
る
多
様
な
課
題
解

決
に
必
要
不
可
欠
な
財
源
確
保
の
た
め
、
現
行

制
度
が
存
続
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の
で

あ
る
。

意
見
書
を
提
出

各会計の補正額

会　　計

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

水 道 事 業 会 計

補正額

3億7093万2千円

6650万3千円

712万7千円

補正後の総額

99億6628万7千円

34億8794万1千円

11億1513万3千円

崩落した護岸（大谷川・槻並）

崩落した護岸（仁部川・槻並）境内の石垣が崩れた金山彦神社（銀山）
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広根地区内の町道を視察

（出典：パンフレット「地震からわが家を守ろう」

日本建築防災協会  2013.1 より一部改）

国土交通省ホームページより

研究会の様子

愛知県南知多町議会が本町を訪問

幼・小・中の空調設備設置に着手

務 文 教総

委員会の活動報告

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
支
援
に
補
助
金

活

建

設

生

　

９
月
12
日
、
委
員
会
を
開

会
し
、
付
託
２
議
案
を
審
査
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

Q　

学
校
の
空
調
に
つ
い
て

来
年
の
夏
ま
で
の
設
置
は
難

し
い
と
考
え
る
が
、
今
年
の

よ
う
な
暑
さ
に
対
す
る
対
策

は
。

A　

暑
さ
対
策
は
、
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
や
経
口
飲
料
水

も
可
能
に
し
て
お
り
、
今
後

も
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は

体
調
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て

い
く
。
工
事
実
施
時
期
は
、

財
源
を
確
保
し
た
中
で
工
事

費
を
計
上
し
、
来
年
度
中
に

整
備
を
完
了
し
た
い
。

Q　

避
難
所
と
し
て
学
校
の

体
育
館
が
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
体
育
館
に
空
調
設
備
を

入
れ
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

A　

今
回
、
実
施
設
計
委
託

料
と
し
て
普
通
教
室
と
特
別

教
室
は
必
要
最
低
限
の
設
置

を
す
る
こ
と
で
計
上
。
体
育

館
の
空
調
設
備
の
整
備
は
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

９
月
13
日
、
委
員
会
を
開

会
し
、
付
託
７
議
案
を
審
査
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

Q　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去

支
援
事
業
で
10
件
分
を
見
込

ん
で
い
る
が
、
こ
の
予
算
で

足
り
る
の
か
。

A　

本
町
で
対
象
と
な
る
の

は
約
20
件
と
見
込
ん
で
い
る
。

今
年
度
に
つ
い
て
は
10
件
分

を
計
上
、
来
年
度
も
引
き
続

き
助
成
を
行
い
撤
去
に
向
け

て
対
応
す
る
。

農
業
共
済
条
例
の
全
部
改
正

に
つ
い
て

Q　

当
然
加
入
か
ら
任
意
加

入
に
、
法
律
名
も
農
業
災
害

補
償
法
か
ら
農
業
保
険
法
に

変
わ
る
が
、
農
業
共
済
特
別

会
計
の
変
更
は
あ
る
の
か
。

A　

現
在
は
市
町
ご
と
に
共

済
組
合
を
持
っ
て
い
る
が
、

今
後
、
平
成
32
年
を
目
標
に

県
内
一
つ
の
組
合
方
式
に
変

え
る
こ
と
で
進
め
て
お
り
、

そ
の
場
合
は
特
別
会
計
を
廃

止
す
る
方
向
に
な
る
。

（
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可

決
）

　

８
月
３
日
、
兵
庫
県
民

会
館
で
県
町
議
会
議
長

会
主
催
の
議
会
広
報
研

究
会
に
、
議
会
広
報
特
別

委
員
７
人
が
参
加
し
た
。

　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
広
報
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
長
岡
光
弘
氏

に
よ
る
基
調
講
演
の
後
、

広
報
紙
「
議
会
だ
よ
り
」

第
１
６
７
号
（
平
成
30
年

５
月
１
日
発
行
）
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
指
導
を
受
け
た
。

　

９
月
28
日
、
愛
知
県
南

知
多
町
議
会
文
教
厚
生
・

総
務
建
設
常
任
委
員
会
が
、

本
町
の
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
に
よ

る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
の
行
政
視
察
の
た

め
来
町
。

　

議
長
、
総
務
文
教
常
任

委
員
長
の
出
迎
え
の
後
、

教
育
長
、
教
育
振
興
課
長

の
案
内
で
町
立
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
視
察
。
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
が
詳
細
を

説
明
し
、
そ
の
後
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

議
会
広
報
研
究
会
に
参
加

愛
知
県
南
知
多
町
議
会
が

視
察
訪
問

議
会
広
報
特
別
委
員
会

Q　

明
ら
か
に
危
険
な
ブ
ロ 

ッ
ク
塀
が
あ
っ
た
場
合
、
強

制
的
に
対
処
で
き
る
の
か
。

A　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
個
人
な

ど
の
所
有
物
と
な
る
。
宝
塚

土
木
事
務
所
と
連
携
し
な
が

ら
、
指
導
や
助
言
を
行
う
。

平
成
29
年
度
下
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定

Q　

下
水
道
を
引
い
て
い
な

い
世
帯
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
、

対
象
世
帯
へ
の
対
応
は
。

A　

30
年
４
月
現
在
で
59
世

帯
。
し
尿
の
納
付
書
を
送
付

す
る
際
に
、
啓
発
文
書
を
同

封
し
、
随
時
職
員
が
個
別
訪

問
し
て
い
る
。

Q　

経
営
状
態
が
厳
し
い
中
、

今
後
老
朽
化
部
分
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
。

A　

施
設
の
更
新
を
出
来
る

だ
け
な
だ
ら
か
に
、
悪
く
な

る
前
に
修
繕
し
長
持
ち
さ
せ

る
と
い
う
更
新
計
画
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

開
発
事
業
の
手
続
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Q　

従
来
あ
っ
た
条
例
を
廃

止
し
、
今
回
新
た
な
条
例
を

制
定
す
る
経
緯
は
。

A　

従
来
の
条
例
に
つ
い
て

は
、
土
地
開
発
事
業
指
導
要

綱
に
委
任
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
要
綱
の
手
続
き
を
経
ず

に
許
可
を
取
る
と
い
う
行
為

が
あ
っ
た
。
今
回
の
条
例
制

定
で
は
、
開
発
許
可
を
取
る

ま
で
の
手
続
き
を
定
め
る
と

と
も
に
、
町
や
住
民
へ
の
説

明
を
義
務
化
し
て
い
る
。

町
道
路
線
の
全
部
又
は
一
部

廃
止
、
変
更
及
び
認
定
に
つ

い
て

　

広
根
・
猪
渕
地
内
に
お
け

る
対
象
町
道
の
現
地
視
察
を

行
っ
た
。

（
そ
の
他
、
３
議
案
に
つ
い

て
も
審
査
。
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
可
決
）

一部の教室で設置されている空調設備

　

町
議
会
会
派
の
異
動
・
結
成
及
び
委
員
会
委

員
の
異
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
派
の
異
動

　

い
な
が
わ
元
気

　
　

 

（
所
属
議
員
数
・
会
派
名
の
変
更
）

　
　

代
表　

福
井
澄
榮

　
　
　
　
　

岡
本
信
司

　

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
会
派
離
脱
）

　
　
　
　
　

久
保
宗
一

会
派
の
結
成

　

い
な
が
わ
住
民
ク
ラ
ブ

　
　

代
表　

中
島
孝
雄

　
　
　
　
　

山
田
京
子

　

絆
ネ
ッ
ト
い
な
が
わ

　
　

代
表　

下
神
實
千
代

　
　
　
　
　

丸
山　

純

委
員
会
委
員
の
異
動

　

議
会
運
営
委
員
会

　

 　

平
成
30
年
９
月
１
日
付
け
で
久
保
宗
一
委
員
、

丸
山
純
委
員
が
辞
任
し
、
新
た
に
福
井
澄
榮

議
員
、
中
島
孝
雄
議
員
、
下
神
實
千
代
議
員

が
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

 　

平
成
30
年
９
月
１
日
付
け
で
久
保
宗
一
委
員

長
が
辞
任
し
、
新
た
に
山
田
京
子
委
員
が
委

員
長
に
、
丸
山
純
議
員
が
委
員
に
就
任
し
ま

し
た
。

お
知
ら
せ
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一 般 質 問ここが聞きたい

質問順 質問者氏名 質　問　事　項

1 石井　洋二
・ 本町における「介護予防・日常生活支援総合事業」

と「訪問型サービスD（移動支援）」活用について

2 池上　哲男
・教員の働き方について

・道徳の授業について

3 阪本ひろ子
・ 自助・共助・公助において、災害から生命を守る

取り組みとは

・ジュニア救命士の取り組みは

4 岡本　信司
・水道事業について

・危険なブロック塀への対応について

・公園への防犯カメラの設置について

5 下神實千代 ・ピアサポーターについて

6 山田　京子
・災害への備えは万全か

・検診を、早期発見から予防へとシフトさせる考えは

７ 福井　澄榮
・災害時の対応を万全に

・危険外来種の植物を栽培しないように

第
３
９
１
回 
定
例
会

一  
般  
質  
問

町
の
考
え
を
問
う

（詳細は６～９ページをご覧ください。）

地
域
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
が
、

本
町
は
総
体
的
に
自
家
用
車

が
な
け
れ
ば
住
み
に
く
い
地

域
だ
。
し
か
し
近
年
は
高
齢

者
の
早
期
の
運
転
免
許
返
納

が
、
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
。

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

は
重
要
課
題
で
あ
る
。
介
護

保
険
制
度
に
あ
る
地
域
互
助

に
よ
る
高
齢
者
輸
送
サ
ー
ビ

ス
「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
」

を
活
用
し
て
は
。

生
活
部
長　

地
域
で
の
「
互

助
」
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要

と
考
え
る
。
互
助
の
活
動
と

し
て
の
高
齢
者
移
動
支
援
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
調
査
・

研
究
し
て
い
く
。

「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
」
に

は
、
登
録
不
要
の
活
動
・
福

昨
年
、
部
活
指
導
に
外
部
人

材
の
導
入
も
含
め
教
師
の
負

担
軽
減
を
質
問
し
、
今
年
度

か
ら
予
算
化
さ
れ
た
が
、
運

用
状
況
は
。
ま
た
、
有
効
で

あ
れ
ば
拡
充
の
考
え
は
。

教
育
部
長　

今
年
度
か
ら
全

中
学
校
に
１
名
ず
つ
配
置
。

教
職
員
の
負
担
軽
減
、
専
門

的
な
指
導
で
貢
献
し
、
部
活

動
の
成
果
も
表
れ
て
い
る
。

拡
充
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

の
動
向
を
見
て
検
討
し
た
い
。

道
徳
が
教
科
化
さ
れ
、
評
価

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
し
か

し
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
が
明
確

で
な
く
、
「
心
の
問
題
を
評

価
す
る
の
は
難
し
い
し
、
な

じ
ま
な
い
」
と
の
意
見
が
根

祉
有
償
運
送
な
ど
と
の
組
み

合
わ
せ
も
可
能
な
ど
多
く
の

利
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
制

度
の
仕
組
み
は
非
常
に
複
雑

で
わ
か
り
に
く
い
。
活
用
す

る
に
は
、
地
域
住
民
と
の
勉

強
会
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
が
。

生
活
部
長　

「
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
Ｄ
」
を
導
入
す
る
場
合
、

地
域
の
理
解
と
協
力
は
不
可

欠
。
説
明
会
や
勉
強
会
を
通

じ
、
連
携
と
意
識
共
有
を
図

る
と
と
も
に
、
他
市
の
状
況

も
調
査
・
研
究
す
る
。
今
後

も
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

基
盤
づ
く
り
に
努
め
る
。

強
い
。
し
か
も
教
科
書
は
検

定
が
行
わ
れ
る
。
内
心
の
自

由
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

公
教
育
で
の
評
価
自
体
問
題
。

子
ど
も
も
褒
め
ら
れ
る
よ
う

行
動
す
る
よ
う
に
な
る
と
の

懸
念
も
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

基
準
で
行
っ
た
か
。

教
育
部
長　

学
習
に
よ
る
子

ど
も
の
変
化
・
変
容
を
長
期

的
に
見
取
る
中
で
「
一
面
的

な
見
方
か
ら
多
角
的
な
見
方

へ
発
展
さ
せ
て
い
る
か
」「
道

徳
的
価
値
の
理
解
を
自
分
自

身
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
深

め
て
い
る
か
」
に
着
眼
し
、

自
身
の
自
己
評
価
も
加
え
、

多
面
的
に
評
価
し
て
い
る
。

石井　洋二 議員阪本ひろ子 議員

Q 高齢者の移動手段の確保は

A 引き続き調査・研究していく

Q 防災士資格取得への助成制度の拡充を

A 一定数確保し活動状況を見極めて検討

高齢者の移動に使われている福祉車両「ひょうご防災リーダー講座」のテキスト

外部指導員による部活動

地
域
防
災
力
向
上
の
人
材
育

成
と
し
て
「
ひ
ょ
う
ご
防
災

リ
ー
ダ
ー
講
座
」
が
開
設
さ

れ
て
い
る
。
本
町
の
防
災
士

資
格
取
得
に
係
る
支
援
制
度

を
よ
り
効
果
的
に
運
用
す
る

た
め
に
「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
か
ら
１
名
」
と
い
う
枠
を

取
り
、
町
全
体
で
10
人
、
20

人
と
い
う
枠
に
し
て
は
。

企
画
総
務
部
長　

各
地
域
で

一
定
数
の
防
災
士
が
確
保
さ

れ
、
活
動
で
き
る
状
況
を
見

極
め
た
上
で
「
各
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
か
ら
１
名
の
み
」

の
規
定
及
び
助
成
交
付
対
象

者
数
に
関
し
て
、
改
め
て
検

討
し
た
い
。

文
化
体
育
館
で
行
わ
れ
る
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
、
住
民
参
加
の
避

難
訓
練
を
取
り
入
れ
て
は
。

教
育
部
長　

不
特
定
多
数
が

集
客
す
る
施
設
で
、
避
難
訓

練
の
実
施
を
目
的
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
は

限
定
的
で
効
果
的
に
も
低
い
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

活
用
に
関
し
、
発
災
時
に
お

け
る
避
難
支
援
関
係
者
へ
の

提
供
に
係
る
現
状
と
課
題
は
。

生
活
部
長　

現
在
３
０
８
２

人
が
登
録
。
地
域
へ
の
情
報

提
供
に
同
意
す
る
人
を
９
月

28
日
を
一
旦
の
期
限
と
し
て

募
る
。
課
題
と
し
て
は
地
域

支
援
組
織
の
立
ち
上
げ
が
重

要
で
、
自
治
会
な
ど
を
中
心

に
地
域
の
協
力
を
得
て
個
別

支
援
計
画
策
定
な
ど
を
行
う
。

池上　哲男 議員

Q 外部からの部活指導員配置の効果は

A 負担軽減・専門的な実技指導で貢献
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一 般 質 問ここが聞きたい

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は
本
町
に

い
る
の
か
。

生
活
部
長　

現
在
、
本
町
で

活
動
し
て
い
る
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
は
い
な
い
。

い
な
い
な
ら
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

生
活
部
長　

精
神
障
が
い
を

含
む
障
が
い
者
相
談
は
障
害

者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て

対
応
。
相
談
内
容
は
多
岐
に

わ
た
る
。
相
談
全
体
数
に
占

め
る
精
神
的
な
専
門
件
数
は

少
な
い
。
直
ち
に
雇
用
・
活

用
す
る
状
況
に
な
い
が
、
今

後
の
相
談
内
容
に
応
じ
た
体

制
づ
く
り
を
進
め
る
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
教
育
導

入
と
し
て
の
方
向
性
、
方
針

は
。

「
て
ん
で
ん
こ
」
と
は
東
北

地
方
で
津
波
が
来
た
ら
、
自

分
の
命
を
守
る
た
め
に
、
て

ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
に
一
人
で

す
ぐ
避
難
し
、
一
家
全
滅
・

共
倒
れ
を
防
げ
と
い
う
昔
か

ら
の
教
訓
で
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
、
職
員
、
町
民
に
教
え

て
ほ
し
い
が
。

教
育
部
長　

兵
庫
県
内
の
小 

・
中
学
校
の
副
読
本
「
明
日

に
生
き
る
」
で
学
習
し
て
い

る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
心

得
を
知
っ
て
い
る
。

７
月
豪
雨
で
伏
見
台
も
土
砂

の
流
出
で
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
避
難
し
た
が
、
避
難
場

所
と
指
定
し
て
い
る
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
は
一
日
し
か

開
設
さ
れ
て
い
な
い
が
。

地
域
防
災
計
画
に
示
さ
れ
て

い
る
避
難
行
動
要
支
援
者
へ

の
支
援
組
織
以
外
の
支
援
者

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

企
画
総
務
部
長　

新
た
に
地

域
支
援
組
織
を
立
ち
上
げ
た

い
。

生
活
部
長　

自
主
防
災
組
織

や
自
治
会
は
、
地
域
支
援
組

織
の
主
体
と
な
っ
て
も
ら
い
、

民
生
・
児
童
委
員
と
共
に
平

常
時
の
見
守
り
や
個
別
支
援

計
画
策
定
な
ど
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
る
。

民
生
委
員
の
中
に
は
災
害
時

の
活
動
に
不
安
を
感
じ
た
人

も
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
災

害
時
の
民
生
委
員
の
役
割
は
。

生
活
部
長　

地
域
支
援
組
織

の
一
員
と
し
て
個
別
支
援
計

教
育
部
長　

児
童
・
生
徒
が

日
々
感
じ
て
い
る
問
題
の
中

に
は
、
教
師
や
親
、
周
囲
の

大
人
が
入
り
込
む
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
が
あ
る
。
同
年

代
同
士
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

援
助
が
あ
っ
た
り
、
同
じ
問

題
を
抱
え
て
い
る
か
ら
こ
そ

同
じ
視
点
か
ら
援
助
を
受
け

ら
れ
た
り
、
問
題
を
解
決
で

き
る
な
ど
大
き
な
影
響
力
を

持
つ
と
考
え
る
。
支
援
の
必

要
な
児
童
生
徒
に「
バ
デ
ィ
」 

と
し
て
付
き
添
っ
た
り
、
支

え
る
よ
う
取
り
組
ん
だ
り
し

て
い
る
。
名
称
は
使
っ
て
い

な
い
が
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と

同
じ
意
義
を
持
つ
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

企
画
総
務
部
長　

７
月
豪
雨

時
、
大
規
模
災
害
が
予
想
さ

れ
た
の
で
、
第
２
避
難
場
所

と
し
て
開
設
し
た
。

今
年
も
異
常
な
高
温
で
、
全

国
で
熱
中
症
で
死
亡
し
た
り
、

意
識
不
明
に
な
っ
た
り
の
事

故
が
相
次
い
で
起
こ
っ
て
い

る
。
避
難
場
所
の
体
育
館
に

空
調
設
備
を
設
置
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

企
画
総
務
部
長　

体
育
館
の

空
調
設
置
は
現
段
階
で
は
考

え
て
い
な
い
。
体
調
不
良
の

人
は
空
調
の
あ
る
保
健
室
な

ど
に
避
難
し
て
い
た
だ
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

 

危
険
外
来
種
の
植
物
を
栽

培
し
な
い
よ
う
に

画
に
基
づ
き
支
援
行
動
を
す

る
こ
と
に
な
る
。

大
規
模
災
害
発
生
時
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
の

役
割
を
担
え
る
人
員
の
確
保

は
。
ま
た
、
開
設
訓
練
は
行 

っ
て
い
る
か
。

生
活
部
長　

社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
被
災
地
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
職
員

派
遣
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
訓
練
に
参
加

す
る
な
ど
、
運
営
の
具
体
的

方
法
を
学
ん
で
い
る
。
来
年

度
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
や
、
開
設
訓
練
を
予
定
。

そ
の
際
、
町
職
員
も
参
加
す

る
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入

体
制
の
構
築
を
進
め
た
い
。

岡本　信司 議員山田　京子 議員

Q 公園への防犯カメラの設置を前向きに

A 必要性を点検し、地域団体と協議する

Q 避難行動要支援者への支援体制は

A 新たに地域支援組織を立ち上げたい

伏見台4丁目の豪雨災害

大規模災害時に開設する災害ボランティアセンター 箕面市はすべての公園に防犯カメラを設置

子
ど
も
議
会
で
、
公
園
な
ど

へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
提

案
が
あ
っ
た
。
見
張
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
る
人
も
お
り
、

設
置
は
考
え
て
い
な
い
と
の

答
弁
だ
っ
た
。
公
園
の
防
犯

カ
メ
ラ
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
の
か
。

地
域
振
興
部
長　

調
査
は
行 

っ
て
い
な
い
。
国
の
「
登
下

校
防
犯
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き

合
同
点
検
を
実
施
し
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
が
必
要
と
さ

れ
た
箇
所
は
、
地
域
団
体
と

協
議
し
て
い
く
。

公
園
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ 

ー
保
護
へ
の
配
慮
は
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
・
運
用
基
準

を
制
定
し
、
調
和
を
図
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

地
域
振
興
部
長　

地
域
団
体

に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

に
配
慮
し
た
運
用
規
程
の
提

出
を
義
務
付
け
て
い
る
。

箕
面
市
は
、
大
阪
で
一
番
安

全
な
ま
ち
を
め
ざ
し
、
市
内

全
て
の
公
園
に
、
市
の
単
費

で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

い
る
。
本
町
も
公
園
へ
の
設

置
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

地
域
振
興
部
長　

地
域
の
こ

と
は
地
域
自
ら
が
守
る
と
い

う
基
本
理
念
の
下
、
地
域
団

体
が
設
置
、
管
理
す
る
防
犯

カ
メ
ラ
に
対
し
、
町
が
助
成

し
て
い
る
。
公
園
に
も
増
設

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

水
道
事
業
に
つ
い
て

 

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
へ
の

対
応
に
つ
い
て

下神實千代 議員福井　澄榮 議員

Q ピアサポーターの導入と今後の方針は

A 相談内容に応じた体制づくりを進める

Q てんでんこの教訓を子・職員・町民に

A 小・中学校の防災の副読本で学習

ピアサポーター
自らの経験を生かし、同様の疾患者や障がい
に悩む人に対し、その回復のみならず自分らし
い人生を歩む手助けをする人。

バディ
二人以上が組んで学習活動を行うときの相棒・
仲間のこと。

ひとくちメモ
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猪
名
川
小
学
校
一
年　

佐さ

川が
わ　

あ
か
り

　

わ
た
し
は
、
お
う
じ
ど
う
ぶ
つ
え

ん
で
、
う
さ
ぎ
を
さ
わ
っ
て
み
ま
し

た
。
わ
た
し
は
、
う
さ
ぎ
が
す
き
に

な
り
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い
さ
わ
っ
て
、

と
て
も
た
の
し
く
て
、
う
さ
ぎ
を
か
い
た
く
な
り
ま

し
た
。
あ
た
ま
を
な
で
な
で
し
ま
し
た
。
だ
き
し
め

た
く
な
り
ま
し
た
。

猪
名
川
小
学
校
一
年　

金か
ね

子こ　

颯そ

良ら

　

せ
ん
せ
い
あ
の
ね
、
き
の
う
た
い

ふ
う
が
き
ま
し
た
。
き
の
う
、
が
っ

こ
う
が
お
や
す
み
だ
っ
た
の
が
ざ
ん

ね
ん
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
き
の
う

の
き
ゅ
う
し
ょ
く
は
、
カ
レ
ー
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
だ
っ

た
か
ら
で
す
。

秋
の
俳
句

大
島
小
学
校
六
年　

清し

水み
ず　

崇そ
う

仁じ

郎ろ
う

　
　

秋
に
な
り

　
　
　

コ
オ
ロ
ギ
鳴
き
出
す

　
　
　
　

大
合
唱

秋
の
始
ま
り

大
島
小
学
校
六
年　

佐さ

々さ

木き　

蓮れ
ん

　
　

山
山
が

　
　
　

紅
に
色
づ
き

　
　
　
　

美
し
き

　

町
議
会
で
は
、
身
近
な
問
題

な
ど
を
議
論
し
て
い
ま
す
。
ま
ち

づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

傍
聴
の
手
続
き
は
簡
単
で
、
当

日
議
会
事
務
局
で
傍
聴
受
付
簿
に

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
い
た
だ

く
だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

（
議
場
20
人
、
委
員
会
室
10
人
ま

で
）

12
月
定
例
会

〈
本
会
議
の
日
程
〉

12
月
７
日
（
金
）　

第
１
日　

議
案
審
議

12
月
14
日
（
金
）　

第
２
日　

一
般
質
問

12
月
18
日
（
火
）　

第
３
日　

議
案
審
議

〈
常
任
委
員
会
の
日
程
〉

12
月
11
日
（
火
）　

総
務
文
教

12
月
12
日
（
水
）　

生
活
建
設

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

30
年
度
定
例
会
の
日
程
（
予
定
）

◎
３
月
定
例
会

　

２
月
20
日
～
３
月
22
日

※
議
事
の
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
議
会
・
委
員
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か
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